

























































Proposal of Teaching Materials for Net-type Games Adopted Volley and Teaching 
Process in Elementary School : From Comparison with "Catch Valley Ball" 
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　兵庫県下 W 小学校の 6 年生 2 学級の児童を対象とし
た。1 学級（男子 12 名，女子 14 名〈バレー経験者 2 名〉
計 26 名）を「三段攻撃バレーボール」に取り組む群（以
下，「VG 群」），1 学級（男子 11 名，女子 14 名〈バレー


























　VG 群の学習過程は，「1 対 1 三段攻撃ゲーム（３時間）」
－「2 対 2 三段攻撃ゲーム（4 時間）」－「ワンバウンド
バレーボール（5 時間）」の 3 つの課題ゲーム教材で構
成した。
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め，両群共に 42 歳の一人の男性教諭（著者 一人）が
担当した。 
表 1 は，両群の学習過程をまとめたものである。 
 VG 群の学習過程は，「1 対 1 三段攻撃ゲーム（３時間）」
－「2 対 2 三段攻撃ゲーム（4 時間）」－「ワンバウンド
バレーボール（5 時間）」の 3 つの課題ゲーム教材で構
成した。 







「2 対 2 三段攻撃ゲーム」は，上記のゲームを 2 人組
で行うものである。ここでは，仲間がトスしやすいよう 
 
表１．VG 群・CG 群の学習過程 
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なお，用いたゲームの異なる VG 群では，「3 時間目（1

























































































1 こころよい興奮 ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ × ×
2 心身の緊張をほぐす ◯ ◯ ◯ ×
3 生活のうるおい ◯ ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯
4 苦しみより喜び ◯ ↗ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
5 集団生活の楽しみ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ↗
6 友だちをつくる場 ↗ ◯ ↗ ◯ × ↗
7 積極的活動意欲 × × × × × ↗ ◯ × ×
8 自主的思考と活動 ◯ ↗ ◯ ↗ ◯ × ↗ ◯ × ↗ ◯
9 体育科目の価値 ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ × ↗ ◯ × ↗
10 授業時間数 ◯ × ◯ ◯ ×
A 4 A B 4 A D 5 A D 4 C
11 キビキビした動き ◯ ↗ ◯ × × × × × ↗ ◯
12 体力づくり × × × ↗
13 明朗活発な性格 × ↗ × × ↗ × × ↗
14 精神力の育成 ↗ ◯ ↗ × ↗ × ↗
15 堂々がんばる習慣 ↗ × ↗ × ↗ × ↗
16 協力の習慣 ↗ ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯
17 基本的理論の学習 ◯ ↗ ◯ ↗ ◯ ↗ ◯ ↗
18 深い感動 ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯
19 授業のまとまり ↗ ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ × ↗
20 授業の印象 ◯ ↗ ◯ ◯ × ↗ × ↗ ◯
C 5 A B 4 B C 5 A D 5 A
21 チームワークの発展 ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ × ↗ ◯ ↗
22 みんなの活動 ◯ ↗ ◯ ◯ ◯ ◯ ↗ ◯
23 みんなのよろこび ◯ ◯ ◯ ◯ × ↗ ↗ ◯
24 自己主義の抑制 ◯ ◯ ◯
25 永続的な仲間 ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ↗ ◯ ◯ ◯
26 主体的人間の育成 ◯ ↗ ◯ ◯ ◯ ↗ ◯ ×
27 理論と実践の統一 ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ◯ ◯
28 授業のねらい ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ↗ ◯ × ↗ ◯
29 教師の存在価値 × ↘ × × ↘ × × ×
30 体育科目の必要性 ◯ ↗ ◯ ◯ ↗ ◯ ↗ ◯
























一方，CG 群も，1 時（6.0±4.0 回）と 3 時（7.8±5.8
回）で有意な伸びが見られ，6 時（9.5±7.6 回），9 時（8.6
±6.7 回），12 時（9.9±5.6 回）と向上は見られたが VG
群よりも低値を示した。 
 オーバーハンドパスは，VG 群では 1 時の 5.6±2.4 回
から 3 時の 7.6±3.5 回に有意な伸びが見られ，6 時（8.7
±3.8 回），9 時（11.0±4.5 回），12 時（13.6±6.7 回）
とアンダーハンドパスと同様に順調な向上が認められ
た。 
一方，CG 群では，1 時（4.8±2.7 回）から 3 時（6.3
±4.4 回）では有意な伸びは認められず 6 時（7.1±4.3
回）で 1 時と有意差が見られるようになった。すなわち，
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 ネットを介した 4 人制の「ワンバウンドバレーボール」
を始めた 2 時間目では，平均ラリー回数は 0.8 回で，相
手にボールを返せず点が入ることも多かった。しかし，





　図 1 はアンダーハンドパス，図 2 はオーバーハンドパ
ス回数の学習による変化を示したものである。
　アンダーハンドパスは，VG 群では 1 時の 6.1 ± 2.2
回から3時の9.4±3.7回に有意な伸びが見られた。以降，
6 時（10.7 ± 6.0 回），9 時（12.2 ± 6.6 回），12 時（14.7
± 6.4 回）と順調に技能の向上が認められた。
　一方，CG 群も，1 時（6.0 ± 4.0 回）と 3 時（7.8 ± 5.8
回）で有意な伸びが見られ，6 時（9.5 ± 7.6 回），9 時
（8.6 ± 6.7 回），12 時（9.9 ± 5.6 回）と向上は見られた
が VG 群よりも低値を示した。
　オーバーハンドパスは，VG 群では 1 時の 5.6 ± 2.4
回から 3 時の 7.6 ± 3.5 回に有意な伸びが見られ，6 時（8.7
± 3.8 回），9 時（11.0 ± 4.5 回），12 時（13.6 ± 6.7 回）
とアンダーハンドパスと同様に順調な向上が認められ
た。
　一方，CG 群では，1 時（4.8 ± 2.7 回）から 3 時（6.3


























を始めた 2 時間目では，平均ラリー回数は 0.8 回で，相
手にボールを返せず点が入ることも多かった。しかし，
5 時間目には 1.3 回に増加し，トスにキャッチを用いな
くとも三段攻撃出現率は，44.9％を示し，CG 群の倍近
い値を示した。





　さらに，単元終了後の交流戦の成績は，VG 群が 7 勝
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手にボールを返せず点が入ることも多かった。しかし，
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図 2．オーバ の学習による変化
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　図3，図4は，VG 群の9時，12時の「ワンバウンドバレー
ボール」におけるパスソシオグラムで，図 5 から図 8 は，


































　キャッチの認められない 12 時（図 8）では，9 時に見












　試合は，8 対 5 で VG 群が勝利し，レシーブが得意な
A 児が，オーバーハンドパスが得意な B1 児につなぐと
いう型が見られた。C 児もレシーブ時ボールを拾う動き
ができており，ボレー特有の動きが見られた。
　一方，CG 群も，レシーブは B2 児が拾うという役割































②パスソシオグラム                         








ントを，×印はコートアウトを意味している注 7）。  
図 3，図 4 は，VG 群の 9 時，12 時の「ワンバウンドバ
レーボール」におけるパスソシオグラムで，図 5 から図





































　　（3/3） （3/4） （2/5） （5/5）
平均ラリー回数 1.3 0.8 0.8 1.3
一攻撃平均触球数 － － 2.0 2.3
三段攻撃出現率 92.4 95.3 32.0 44.9 43.2
フラフープ的中率 38.3 39.7 － － －
ｷｬｯﾁ：制限なし ｷｬｯﾁ：3秒以内 ｷｬｯﾁ：1秒以内
　　　（3/4） （2/2） （1/2） （2/2）
平均ラリー回数 1.3 1.3 0.9 1.5
一攻撃平均触球数 2.6 2.0 1.9 1.8
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                             ×
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×
 ◯       B1                    B2
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3．VG 9 2/5 シオグラム
4 V 12 5/5）のパスソシオグラム
5 CG 3 し：3/4）のパスソシオグラム
図 6．CG群 6時（3秒以内：2/2）のパスソシオグラム
7．CG群 9時（1秒以内：1/2）のパスソシオグラム
図 8．CG 群 12 時（キャッチ ：2/2）のパスソシオグラム
図 9． a）（ｂ）交流戦における
 対戦チーム間のパスソシオグラム





















































1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
技能 認識
情意 社会的行動
(A：VG 群)                      (B：CG 群) 
                         







      1 対 1      2 対 2                         
三段攻撃ゲーム   三段攻撃ゲーム  ワンバウンドバレーボール          キャッチ制限なし   3 秒以内   2 秒      1 秒  ボレー  
 
 
                                                 (時)                                                      (時) 































 10 時から 12 時にかけての技能面の好意的反応比率の
上昇は，前時に気付いた「スパイクでなくても，相手コ
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の連続回数は，3 時・6 時・9 時・12 時・単元終了 3 ヶ
月後のいずれの時期においても VG 群の方が高値を示








を始めて 2 時間目（全体の 9 時）で 32.0％，5 時間目
で 44.9％を示した。一方，CG 群では 3 時のキャッチ
の制限時間の無しの 67.7％から，6 時の 49.5％，9 時（１
秒以内のキャッチ）の 32.1％，12 時間目の 23.2％と，
キャッチ時間の短縮とともに低下した。






































つ減らしていくの 4 点を考慮して指導した。 
３）アンダーハンドパス・オーバーハンドパス共に 2 分
30 秒の内に，どれだけ連続回数を伸ばせるのかに挑
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の学習成果の学年差からみたバレーボール学習開始
の適時期について，大阪体育学研究，40：1-15．

























材 14 ソフトバレーボール，https://www youtube.com/
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